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初島住彦＊：九州産ツチトリモチ類新知見

S.HATusIMA*:ANewNoteworthySpeciesofBIuIα〃叩加ra

frOmKyuSyU

1．キュ，ウシュウツチトリモチBalanophorakiusianaOHwI筆者z)は1962年

8月20日熊本県五家荘の樅木から宮崎県の上椎葉ダムに越す峠の海抜1500m位のサワグル

ミ，イタヤカエデなどの林内と,樅木から登った上福根山の九合目（海抜約1500m)で一種

のヅチトリモチを採りミヤマヅチトリモチと鑑定し九州新産として発表した。その後，遠

藤34)は1963年8月17日大分県直入郡久住町に属する久住山南面海抜1200mの地点のミズナ

ラ，ブナ，シラキ，カエデ類，タンナサワフタギ林のタンナサワフタギの根に寄生してい

る本種を採っている。大井5)はこの遠藤から送られた標本及び写真を研究し九州産はミヤ

マヅチトリモチとは別種だとして同氏の大日本植物誌（改定版）の533頁に遠藤のとった

写真を加え＆たj"s""αOHwl(キュウシュウツチトリモチ）なる裸名を発表した。更に

宮崎大学の平田6)は1965年10月日向霧島山のエビノ高原の六観音旧道（海抜約1200m)で

黒く朽ちはててコミネカエデに寄生していたものを採った外，1966年7月21日と8月にや

は')エビノ高原の高原ホテル付近（海抜1200m)でキリシマミズキに寄生していたものを

採っている。また，日向市冨島高校の南谷7)は1968年8月宮崎県と熊本県の境にある国見岳

の海抜1400m付近でカエデ類（おそらくウリハダカエデ）に寄生しているものを採ってい

る。

上記の通りキュウシュウツチトリモチは只今のところ九州の南は霧島山から北は久住山

に及んでいることが判る。生育地は大体海抜1200～1500mの温帯林で寄主はカエデ類（コ

ミネカエデ，ウリハダカエデ）が多いがタンナサワフタギ，キリシマミズキも確認されて

いる。出現時期は7月下旬から8月下旬位までである。

次に本種とミヤマツチトリモチとの関係であるが大井が本種を独立種とした時の区別点

は次のようである。

1．花序は榿赤色，卵1穂円柱形。……………………ミヤマヅチトリモチ

1．花序は淡黄褐色，卵形。“．．……･……･…………･…キュウシュウツチトリモチ

すなわち，両者の区別点は花穂の形と色である。キュウシュウツチトリモチの花穂の形

は遠藤，平田の写真では卵形であるが小生が五家荘で採ったもの(HATusIMA&SAKo

27057）は卵状円柱形で3個体の長さと幅の割合は謄葉で3．5×1．8cm,2.5×1．3cm,

2．5×l.4cmである。花穂の形はツチトリモチ同様，生育度や採集時期でかなI)の変化が

あるようである。

次に花穂の色であるが筆者は残念ながらミヤマツチトリモチの生品を見たことがないが

大井，牧野は榿赤色とし渡辺I)は榿黄色としている。一方キュウシュウツチトリモチは大

事鹿児島大学農学部(Facult.Agric.KagoshimaUniv.)
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1-1.5cmlongis,apicesubrotundatis｡capitula¥:ovoidea,1.5-3cmlonga,

fulvo-rubescens,apiceobtusa,corporibusclavato・rhomboideisapiceobtusisvix

depressis,ca.1mmlongisbasistipitiformibus.Ovariumbasicorporisdense

congestumminutmnfusiforme,rubescens.

Hab.Kyusyu:Isl.Yakushima,alt.600-700m.,inCXyP""z""forest,Y.

NAKAYAMA(type,inHerb.Facult.Agric.KagoshimaUniv.),Nov.13,1970,

HAsEGAwA,0ct.22,1970,S.SAKo6555,S.HATusIMA,0ct.12,1969

ThisismostcloselyrelatedtoB血加"たαMAK.fromwhichitdiifrsby

itsnotrubescentbutorangecolouroffemalehead,itsrhombic.clavatebrac.

teoleswithobtusescarcelvhollowedapices,itsnotyellowbutreddishovaries.
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B"""oP"""JI""zfs""e"sAHATs.etMAsAM.(left)andB

狐加"たαMAK､rightlargerone)
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